Identification and [14]C dating of plant macrofossils obtained from landslide deposits in the western side of Mount Suisho, the upper Kurobe River, northern Japanese Alps by 苅谷 愛彦 et al.
1黒部川源流,水晶岳西面の高夫原地すべり堆積物
から得た材化石の14C年代測定と樹種同定
苅谷愛彦l) ･黒沼保子2) ･原山　智3)
1)専修大学文学部　2) (秩)パレオラボ　3)信州大学理学部
Identification and 14c dating of plant macro fossils obtained from
landslide deposits in the western side of Mount Suisho,
the upper Kurobe River, northern Japanese Alps
yoshihiko Kariyal), yasuko Kuronuma2) and Satoru Harayama3)
1)senshu University 2) paleo Labo Co. Ltd. 3) shinshu University
要　旨
高夫原地すべりは北アルプス水晶岳(標高2977 m)西面において発生した大規模地すべり現象であ
る｡この地すべりにより岩層が流下し､黒部川の支流である岩苔小谷を埋積した｡その結果､谷底付
近には高夫原とよばれる緩傾斜地が形成された｡また､この地すべり堆積物には多量の材化石が含ま
れる｡中部山岳地域の古植生･古環境研究に資するために､本研究ではこれらの材化石を対象に14C年
代測定を行った｡また材化石の切片を顕微鏡観察し､細胞組織の特徴にもとづき樹種同定を行った｡
これにより､材化石7点の年代は10.2-9.63 cal kaに及び､おおむね9.9 cal kaで重合することが判明
した｡一方､材化石11点のうち7点がツガ属に､ 2点がカバノキ属に､ 2点がコシアブラに同定され
た｡高天原付近の現存植生や北アルプス北部でなされた花粉分析結果との比較から､ツガ属はコメツ
ガに､カバノキ属はダケカンバやウダイカンバ､シラカンパに対比される可能性がある｡高夫原付近
に現在ほとんど分布しないコシアプラが検出されたことから､約1万年前の高夫原一水晶岳付近は現
在と同様か､現在よりやや温暖な気候を反映した植生帯に属していたことも考えられる｡
1.はじめに
北アルプス･黒部川源流地域にある水晶岳(標高2977m)は､山体の西面に大型の馬蹄形状急斜面を
有する｡またこの急斜面の下方には｢高夫原｣とよばれる媛傾斜地が広がり､その上面に塚状地形や閉
塞凹地が発達する｡最近､これらの地形は水晶岳西面で発生した大規模地すべりに起因することが判
明した(苅谷ほか､ 2013)｡この大規模地すべりで生じた堆積物(以下､ ｢高夫原地すべり堆積物｣とよ
ぶ)は､樹幹などの材化石を含む｡
中部山岳地帯における第四紀末期の古植生については不明な点が多く､晩氷期以降の気候変動とと
もに植生がどのような時間･空間的変遷をたどってきたのかは議論の余地を残す(沖津･安田､ 2010)｡
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本研究では高夫原一水晶岳付近における完新世初頭の古植生を検討するために､高夫原地すべり堆積
物やその下位の硬質堆積物に含まれる材化石について年代測定と樹種同定を行った｡なお､材化石の
年代についてはすでに概要を報告した(苅谷ほか､ 2013)が､堆積物の状況などを詳しく述べていなか
った｡本稿では試料採取地点の地質を中心として､この点を補強する｡
2.調査地域
高天原(標高2050-2150m)は､水晶岳と雲ノ平溶岩台地(標高2550 m前後)に囲まれた黒部川水系
岩苔小谷の右岸に発達する緩傾斜地である(図1)｡その上面には階段状嬢斜面や塚状地形､閉塞凹地､
狭小な河成段丘面状地形が発達する｡上述のように､高夫原の嬢傾斜地は水晶岳西面で発生した大規
模地すべりに起因する｡また高夫原の北縁を流れる温泉沢の北側(右岸)にも媛傾斜地が分布する｡そ
れらの一部は高夫原地すべりで生じたと考えられるが､残りの部分は温泉沢以北の山地斜面で発生し
た地すべりに起因するとみられる｡ただし､高夫原地すべり堆積物とそれ以外の地すべり堆積物との
境界は未確定である｡
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図1調査地域の地形学図
苅谷ほか(2013)を一部改変.図の範囲は図2とほぼ同じ　NJA:北アルプス, CJA:中央アルプス, SJA:
南アルプス. KDN:岩苔小谷, KMT:雲ノ平, KRB:黒部川, ONS:温泉沢, RYP:竜晶池, SIS:水晶
岳, SSP:水晶池, TKM:高夫原.
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当地の地質は原山ほか(1991)に詳しい(図2)｡岩苔小谷右岸のうち,水晶岳山頂以南には三畳紀～
白亜紀の船津花尚岩類(ト-ナル岩･閃緑岩･花尚閃緑岩)が分布する｡一方,山頂以北には白亜紀後
期の手取層群(傑岩･砂岩･珪長質凝灰岩)が分布する｡温泉沢源頭付近やその北側には白亜紀～古第
三紀の奥黒部花尚岩が分布する｡また岩苔小谷左岸には雲ノ平を作る更新世中期の安山岩･デイサイ
トの溶岩が分布する｡高夫原地すべり堆積物については､次章で詳しく述べる｡
当地の植生帯は､筆者らの観察と環境省自然環境局生物多様性センター(2001)によれば亜高山帯
上部から高山帯に属する｡標高約2300m以下ではオオシラビソ(Abies mariesii)やコメツガ(Tsuga
diverslfolia)､タロベ(Thuja standishii)が卓越する｡標高約2300 m以高ではダケカンバ(Betula
図2　調査地域の地質
原山ほか(1991)を一部改変して著者らが再作成.図の範囲は図1とほぼ同じ. 1 :現河床堆積物(裸･砂),
2:崖錐･沖積錐堆積物(裸･砂), 3:河成段丘堆積物･沖積錐堆積物(シルト･砂), 4:地すべり堆積物お
よび岩盤重力変形域(傑または変形基盤岩;横網線は高天原地すべり堆積物の推定分布範囲), 5 :雲ノ平溶
岩(安山岩溶岩), 6:雲ノ平裸層(裸･砂), 7:岩苔小谷溶岩類(玄武岩溶岩･火砕岩), 8:岩脈(珪長岩)
9:奥黒部花尚岩, 10:岩脈(閃緑斑岩･細粒閃緑岩), ll:手取層群跡津川累層(砂岩･シルト岩･泥岩･傑
岩), 12:手取層群長棟川累層(磯岩), 13:手取層群長棟川累層(砂岩･珪長質凝灰岩), 14:船津花尚岩類
金木戸ト-ナル岩(ト-ナル岩･閃緑岩･花尚閃緑岩), 15 :船津花園岩類三俣蓮華斑れい岩類(斑れい岩･
閃緑岩), 16:地質断層, 17:湖沼･地酒.地名コードは図1と共通.
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ermanii)がよく認められる｡また水晶岳付近の主稜線西側斜面には風衝草本やハイマツ(Pinus
♪umila)､コケモモ(Vaccinium vitis-idaea)などの低木が多い｡高夫原の一部に湿原や地酒がみられ､
イワイチョウ(Nebhrobhyllidium crista-galli)やショウジョウスゲ(Carex blebharicarba)が卓越する｡
湿原や地酒の周囲にはチシマザサ(Sasa kurilensis)や針葉樹の低木が分布する｡
高夫原の気候は気象庁メッシュ平年値(1981-2010年)とアメダスデータ(富山県上市および岐阜県
神岡;統計期間は1981-2010年)から推定した｡その結果､高天原の標高2150m付近における年降水
量と年平均気温は､それぞれ約2600 mmと約-0.9-0.6℃ (気温減率は6.5℃ ･ km~1)であった｡また
高夫原の平均最大積雪深は､現地観察によれば2-3mと推定される｡ただし､なだれや吹きだまり
による局地的偏在性が著しい｡
3.試料採取地点の状況
年代測定用および樹種同定用の材化石は渓岸の露頭(図1､図2､図3)で採取した｡各露頭の状況は
次のとおりである｡
(1) TK17 (北緯36.443473度､東経137.583571度､標高2045 m)
高夫原温泉の東南東約240 mの温泉沢左岸にある｡露頭下半に花尚岩の亜円裸を主とする土石流堆
積物(層厚17m以上; DFL)が,同上半にこの土石流堆積物を整合で覆う角疎主体の裸層(層厚13m以
上;LDS)がみられる｡ DFLの下限は現河床下にある｡一方､ LDSは中粒角閃石黒雲母花尚岩(奥黒別
花尚岩)の裸を主とし,流紋岩の裸も含む｡裸の一部にジグソー･クラックが発達する｡また裸の他
に､主にシルトからなる細粒物質のパッチ(苅谷ほか､ 2012)が含まれ､このパッチは摺曲変形してい
る｡ LDSは地表まで続き､露頭背後の地形をなす｡
このような特徴から, LDSは高夫原地すべり堆積物と判断される｡ TK17では現河床より17m以上
高位まで土石流堆積物が存在し､それを高夫原地すべり堆積物が覆ったと推定される｡
LDSから材化石を4点採取した｡このうちTK17-1は､年代測定用(TK17-1)と樹種同定用(TK17-
1W)に試料を分割した｡
なお､ TK17のすぐ下流側(左岸)にあるTK17Bでは､ジグソー･クラックを若干伴う裸からなる別
の疎層が露頭上半にみられ､背後の地形をなす｡この裸層も高夫原地すべり堆積物と判断されるが､
TK17のそれとは異なり花園岩をほとんど含まず､手取層群由来の砂岩･泥岩を主とする｡ TK17と
TK17Bは近接しているが､それぞれに分布する高夫原地すべり堆積物は発生域や移動経路が異なる可
能性が高い｡
(2) TK18 (北緯36.446032度､東経137.581055度､標高1970 m)
TK17より約350m下流の温泉沢右岸にある｡露頭最下部に斜交層理を伴う巨疎～細磯層(層厚約25m
以上; DFL)がみられる｡ DFLの下限は現河床下にある｡ DFLは花尚岩を主とし､安山岩や流紋岩､
斑岩､閃緑岩からなる亜円裸を多く含む｡ DFLの最上部は腐植にやや富み､材化石を含む｡これらの
特徴から､ DFLは土石流堆積物(または河成堆積物)と推定される｡一方､これより上位にはジグソ
ー･クラックがやや発達した花尚岩傑(角裸)からなる厚い疎層(層厚約25m;LDS)が整合で載り､露
頭背後の蔵傾斜地をなす｡ LDSは高夫原地すべり堆積物と推定される｡
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図3　試料採取地点の状況
図中の⊂)は試料採取層準と試料名を示す. LDS, DFL. TLおよびMFについては本文参.r!孔
2011年および2(112年撮影.
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TK18では現河床から25m以上高位まで土石流堆積物(河成堆積物)が存在し､それを地すべり堆積
物が覆ったと推定される｡
LDSから1点(TK18-1)､ DFL最上部から2点(TK18-1bw, TK18-2)の材化石を採取した｡このうち
TK18-1bwを樹種同定用とし､ TK18-1とTK18-2を年代測定用とした｡
(3) TK25 (北緯36.444526度､東経137.577858度､標高1980 m)
岩苔小谷右岸にある｡ここでは3単元の疎層が確認される｡
露頭最下部には固結した灰赤色疎層(層厚0.5m以上; MF)がみられる｡ MFの下限は現河床下にあ
る｡ MFは安山岩とデイサイトからなる亜円裸を主とし､斜交層理は認められず､シルト～砂の基質
は固結している｡その層相からみて､ MFは火山泥流堆積物または融氷流水(アウトウオッシュ)堆積
物と考えられる｡
MFの上位には青灰色のやや固結した裸層(層厚5 m ; TL)が不整合で載る｡ TL中の磯は､ほぼ等
量のデイサイトや安山岩､流紋岩､ト-ナル岩､花尚岩､はんれい岩､砂岩および裸岩からなる｡亜
円裸が多く､淘汰が悪い｡シルト質の基質に支持される｡小型の材化石を含む｡裸にジグソー･クラ
ックは認められない｡ TLの成因は不詳であるが､宕苔小谷の流域に分布する多種の裸を一様に含み､
やや固結していることから氷河底堆積物の可能性がある｡
TLの上位には,砂岩･泥岩の角裸からなる厚い裸層(層厚15m;LDS)が､おそらく整合で載る｡
LDSは露頭背後の蔵傾斜地をなす｡裸にはジグソー･クラックが特徴的に発達する｡ LDSは高天原地
すべり堆積物と判断される｡
TK25では現河床から約5m高位まで火山泥流堆積物または融氷流水堆積物､氷河底堆積物の可能性
がある硬質堆積物が存在し､さらに地すべり堆積物がこの硬質堆積物を覆ったと推定される｡
本地点ではTL中の材化石(TK25-L)を採取した｡この材化石は小型のため樹種同定は難しく､年代
測定のみを行った｡
(4) TK26 (北緯36.443395度､東経137.578936度､標高2050 m)
岩苔小谷右岸にある｡本露頭は渓岸を侵食するガリーで､ TK25の約130m上流に位置する｡露頭全
面に花尚岩や花尚閃緑岩､流紋岩､砂岩の角磯･亜角裸からなる裸層が層状に出現する(層厚80m以
上;LDS)｡ LDSの下部は露頭面の崩落物に覆われており､全層厚は不明である｡襟にはジグソー･ク
ラックが特徴的に発達する｡ LDSは露頭背後の嬢傾斜地をなす｡
本地点では､露頭全面に高夫原地すべり堆積物が露出していると判断される｡
露頭上部の標高2075m付近において､ LDS中の材化石2点(TK26-1､ TK26-2)を採取した｡試料は
年代測定のみを行った｡
(5) TK35 (北緯36.444608度､東経137.583447度､標高2030 m)
TK17の約150m上流の温泉沢右岸にある｡露頭下部には花尚岩からなる亜角疎･亜円裸を主とレ
斜交層理が発達する裸層(層厚8m以上; DFL)がみられる｡ DFLの下限は現河床下にある｡傑種が温
泉沢上流に露出する花尚岩に限定され､ TK17と距離も近いことから､ DFLはTK17の下半にみられ
る土石流堆積物と一連と推定される｡一方､露頭上半には花尚岩の角裸を主とし､ジグソー･クラッ
クが発達した別の裸層(層厚3-4 m;LDS)が整合で載る｡ LDSは露頭背後の緩傾斜地をなす｡ LDS
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は､層相の特徴から高夫原地すべり堆積物と判断される｡
TK35でも現河床から約8 m高位まで土石流堆積物が存在し､それを高夫原地すべり堆積物が覆っ
たと推定される｡
DFLから全6点の材化石を採取した｡ TK35-3は1つの試料を樹種同定用(TK35-3W)と年代測定用
(TK35-3)とに分割した｡その他(TK35-lw､ TK35-2W､ TK35-4W､ TK35-6W､ TK35-7W)は樹種同定
に供した｡
4.分析手法
(1) 14C年代測定
材化石の残存最外部分を微量分取し､加速器分析研究所に委託して14C年代を測定した｡ TK17-1W
とTK35-3Wは樹種同定と同じ試料を測定に供し､他の5点は年代測定のみを行った｡測定には加速器
を用い､ 14Cの半減期は5568年とした｡得られた14C年代値には∂ 13C同位体分別補正を施し､ 0ⅩCal
(Bronk Ramsey et a1., 2001)とIntCalO9 (Reimer et a1., 2009)による暦年較正を行った｡
(2)樹種同定
各試料について､剃刀により3断面(横断面､接線断面､放射断面)の切片を採取してスライドグラ
スに載せ､ガムクロラールで封入してカバーガラスを被せることで永久プレパラートを作製した｡次
に､この永久プレパラートを光学顕微鏡で観察し､現生標本や伊東(1995-1999)､森林総合研究所日
本産木材データベースと比較して同定した｡顕微鏡の倍率は､横断面は40倍､接線断面と放射断面は
100倍とした｡永久プレパラートは株式会社パレオ･ラボに保管されている｡なお､本稿で用いた植
物の学名と分類は､主にBGPlants学名一和名インデックス(YList植物名検索) (米倉･梶田､ 2003)
にしたがった｡
5.結果
(1) 14C年代植
7点の14C年代値のうち､高夫原地すべり堆積物(LDS)から得た4点は10189-9631 cal BPの範囲
に､高夫原地すべり堆積物より下位にある土石流堆積物(DFL)や氷河性の可能性をもつ裸層(TL)か
ら得た3点は10132-9634cal BPの範囲にそれぞれ及んだ(表1)｡
(2)樹種同定
全11点の植物化石は､ 3つの分類群(ツガ属,カバノキ属,およびコシアブラ)からなることが判明
した(表2)｡
ツガ属　Tsuga(マツ科)
試料18-1bw､ 35-lw､ 35-2W､ 35-3W､ 35-4W､ 35-6Wおよび35-7W (図4-1､ 4-2､ 4-3)がツガ属と判定
された｡それらに共通する鏡下での特徴は次のとおりである｡
仮道管､放射組織および放射仮道管からなる針葉樹である｡早材から晩材への移行は急である｡放
射組織の上下に放射仮道管があり､有縁壁孔対によって確認することができる｡分野壁孔は小型のス
ギ型ないしヒノキ型で､ 1分野につき2-4個存在する｡
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表1調査地域で得られた14C年代値とその暦年較正値(lntCaJO9モデル年代)
試科名は図3と対応.
Locality SampleID Materiall) stratigraphy2) 13C (%0, 10) 14c age calendarage (IntCalBP; 20)
(y BP, 10)with probabilty distributions (%) 3)
Lab, code
TK17　　TK17-14) wood lnLDS　　　-28.091=0.47　8813士32　10128-10062(10.4) 10039-10026(0.9) lAAAllO879
10010-9992 (1.4)　9948-9695 (82.7)
TK18　　TK18-1　Wood ln LDS　　　-24.34土0.46　8770士31　9908-9655 (94.0)　9646-9631 (1.4)　IAAAllO880
TK18-2　　Wood InDFL　　　-23.95j=0.42　8815土32　10132-10064(ll.4) 1004ト10027(1.1) IAAA120766
10013-9993 (1.7)　9952-9698 (81.2)
TK25　　TK25-L Wood lnTL　　　　-21.63土0.36　8780土32　10112-10103 (0.5)　9918-9661 (94.3)  IAAA120761
9645-9635 (0.6)
TK26　　TK26-15) wood InLDS　　124.56士0.66　8916土35　10189-10112(28.4) 10101-9916(67.0) IAAA120762
TK26-25) wood InLDS　　126.lo主o.45　8781j=33　10115-10099(0.9) 992119657(93.6) IAAA120763
9647-9633(0.8)
TK35　　TK35-36) wood InDFL　　　-24.161=0.43　8783土33　10116110094(1.3) 9922-9659(93.4) IAAA120765
9646-9634 (0.6)
A dating sample was taken from the outermost part of each specimen.LDS: Takamagahara landslide deposits, DFL: DebriSflOw deposits
below the Takaヮagahara landslide deposits; TL= Subglacial till (probable) below the Takamagahara landslide deposits･ 3'calendar ag.es were
calculated by using OxCa14･l with lntCalO9 (Bronk Ramsey 2001; Reimer et all, 2009)･ 4'TK17-1 was split from the same specITen as
TK17-1w in Table 2. 5)TK1712 and TK1713 in Table 1 ofKariya et al. (2013) should be corrected as TK26-1 and TK2612, respectlVely.6)
TK3513 was split舟om the same specimen as TK35-3w in Table 2.
表2　調査地域で得られた材化石の樹種同定結果
試科名は図3と対応.
Locality　Sample ID Stratigraphy))　Results of identification
TK17　TK17-lw2) In LDS Eleutherococcus sciadophylloides
TK1711bw InLDS Betulasp.
TK 1 712w In LDS Eleutherococcus sciadophylloides
TK1 7-3w In LDS Betula sp.
TK18　　TK18-1bw DFLbelowLDS Tsugasp.
TK35　　　TK35-1 w
TK3 5-2w
TK3 5_3W3)
TK3 5 14w
TK35-6w
TK35-7W
DFL below LDS
DFL below LDS
DFL below LDS
DFL below LDS
DFL below LDS
DFL below LDS
Tsuga sp.
Tsuga sp.
Tsuga sp.
Tsuga sp.
Tsuga sp.
Tsuga sp.
LDS: Takamagahara landslide deposits, DFL: Debris now deposits
below LDS1 2) TK171lw was split from the same specimen as TK17-1 in
Table l･ 3) TK3513W was split from the same specimen as TK35-3 in
Tablel.
黒部川源流の地すべり堆積物に含まれる材化石の年代と樹種
カバノキ属　Betula (カバノキ科)
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試料17-1bwと17-3W(図411)がカバノキ属と判定された｡それらに共通する鏡下での特徴は次のと
おりである｡
やや小型で丸い道管が､単独もしくは放射方向に数個複合してまばらに分布する散孔材である｡道
管の穿孔は10-20個程度の階段状である｡放射組織はほぼ同性で､ 1 -3列幅である｡道管相互壁孔
は交互状で､きわめて小さく密に分布する特徴がある｡
コシアブラ　Eleutherococcus sciadobhylloides (ウコギ科)
試料番号17-1Wと17-2W(図4-1)がコシアブラと判定された｡それらに共通する鏡下での特徴は次の
とおりである｡
年輪のはじめに､やや大型の道管がまばらに配列する｡晩材部では小型の道管が単独もしくは放射
方向に数個複合して分布する半環孔材である｡道管の穿孔は単一である｡放射組織は1 -4列幅程度
で､上下に1つずつ方形細胞が連なる異性である｡
享三塁igT:LI '--:I _:
図4-1材化石の顕微鏡写真
いずれもa:横断面, b:接線断面, C:放射断面.試科名は図3と対応.
't31席7g固宇摩健筆　●些姻雌胡:〇 `些姻華若:q `些姻耕:t!?叫鼻tへ
葦皇筆戦蛍W旦那.枠　C-ヶ国
't31席7g国軍増価半　周姻雌顎:〇 `些姻常幸: q `担姻耕:I:qV.,t･tへ
葦畠筆戦葡0生ql件Z-ヶ国
'■･･ ･■･∴率
≡≡= _;;=_義
岳977蛍　茎葦妄他端日勤皐OT
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6.考察
(1)高天原地すべり堆積物の年代
本研究で得た14C年代値とその較正暦年の範囲からみて,高夫原地すべり堆積物(LDS)の堆積年代
ばlo.2-9.63 cal ka(重合値は9.9 cal kaころ)である｡ただし､松四(2013)は高夫原周辺に分布する
地すべり堆積物(図1､図2)の地表に露出する花園岩類の疎4点の宇宙線生成核種年代を測定し､ 26.6
-20.3 cal kaや10.4-6.90 cal ka(1 α)に及ぶ結果を得ている｡これらの年代は本研究で得た14C年代
より有意に古い,または新しい値を示す｡高夫原地すべりは更新世後期から完新世中期にかけて､数
回発生した可能性がある｡
完新世初頭の地すべりの発生直前には､現在の温泉沢や岩苔小谷の河床付近に土石流堆積物(DFL)
や､射可に関係した可能性がある堆積物(TL)､火山泥流堆積物または融氷流水堆積物(MF)が分布し
ていたと考えられる｡それらの堆積年代も10.1-9.63 cal kaである｡
(2)高夫臆一水晶岳西面付近の古植生
上述のように,本研究で扱った高夫原地すべり堆積物は10.2-9.63 cal BPを示した｡高夫原地すべ
り堆積物の下位の堆積物からも,ほぼ同年代の値を得た｡樹種同定の対象となった材化石はこれらの
堆積物から採取したものなので､樹種同定の結果は10.2-9.63cal kaにおける高夫原から水晶岳にか
けての古植生の一部を反映しているとみなされる｡以下では､同定された樹種ごとに､その古環境学
的意義を述べる｡
1)ツガ属
現在､日本で生育するツガ属にはツガ(Tsugasieboldii)とコメツガがある｡前者は福島県以南の山
地帯(とく太平洋側)に一般的に出現する常緑高木である｡後者は亜高山帯極相林の代表的な構成種で､
(
特に亜高山帯下部や尾根で純林をなすことが知られている(奥田ほか､ 1997;大橋ほか､ 2008)｡実際､
高夫原周辺においても､オオシラピソやクロベとともにコメツガの林分が発達する｡
後に述べるように,山地帯に通常みられるコシアブラの材化石が高夫原地すべり堆積物より検出さ
れた事実からは､完新世初頭の高夫原一水晶岳西面は現在よりいくぶん温暖で､領域の一部が山地帯
にかかっていた可能性がうかがえる｡ただし日本海側の山地帯にしばしば認められるブナなどの材化
石は今のところ兄いだされておらず､高夫原一水晶岳西面の一帯が広範囲にわたり山地帯に属してい
たとは考えにくい｡ツガ属に同定された材化石はツガではなく､そのような山地帯のさらに高位にあ
った亜高山帯に分布していたコメツガだった可能性がある｡
2)カバノキ属
中部日本の山地に分布する主なカバノキ属にはウダイカンバ(Betula candelae)やシラカンパ
(Betulablatybhylla),ダケカンバがある｡いずれも陽樹で､地すべり地や､なだれ跡地に出現する.
このうちシラカンパやウダイカンバは平地から山地帯によく.出現するのに対し､ダケカンバは亜高山
帯に多くみられる(奥田ほか､ 1997)｡実際､現在の高夫原一水晶岳西面においても､コメツガ林より
標高の高い領域にダケカンバがめだつ｡
現時点では､本研究で同定されたカバノキ属の材化石がどの種にあたるのかは明確ではない｡次項
で述べるように､完新世初頭にこの地域が山地帯にかかっていたとすれば､ウダイカンバやシラカン
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バの生育も可能であったろう｡一方､植生帯が現在より高標高域にシフトしていたとしても､水晶岳
西面の稜線付近にダケカンバの小林分があり､それらが地すべりに巻き込まれたことも想定可能であ
る｡
3)コシアブラ
コシアブラは温帯や冷温帯林を中心として日本各地に分布する｡特に､日本海側山地ではコシアブ
ラはブナ林にしばしば現れることが知られている(福嶋ほか､ 1995)｡高夫原に近い北アルプス南部の
上高地周辺においても､ブナ林でコシアブラが確認されている(高岡2002､ 2010､ 2013)｡
現在,高夫原周辺にはまとまったコシアブラやブナは認められないが,完新世初頭にはそれらが散
点的に分布していたことも考えられる｡現在,黒部川源流地域に近接したブナ林の上限は1500-1600
m程度なので,完新世初頭にはコシアブラやブナの分布域が高度にして500 m程度上昇していた可能
性がある｡
北アルプスとその周辺(立山や白山,白馬岳)の標高約1700-2400 mの地点において,地酒堆積物
や表土に対してなされた多数の花粉分析を通覧するかぎり,完新世初頭には森林はこの高度帯では成
立せず草原や接低木林が主体だったとみられる(守田､ 1998)｡このことは高夫原におけるコシアブラ
の検出と矛盾するが､風衝度や積雪深､斜面方位などの差異によってはコシアブラを付随するブナ林
が斜面基部などに先駆的に進入していた可能性はあろう｡
まとめ
黒部川源流地域･水晶岳西面に分布する高夫原地すべり堆積物とその下位に存在する硬質堆積物に
含まれる材化石について､それらの14C年代測定と樹種同定を行った｡その結果､次の諸点が明らかと
なった｡
1)高夫原地すべり堆積物の堆積年代は10.2-9.63 cal ka(重合倍は9.9 cal kaころ)である｡同堆積
物の下位にある土石流堆積物や成因未詳の傑質堆積物も10.1-9.63 cal BPを示す｡高夫原地すべりは
完新世初頭に発生したと結論することができる｡
2)全11点の材化石は3つの分類群からなる｡すなわち､ツガ属､カバノキ属およびコシアブラであ
る｡
3)現在の分布や古気候などを考慮すると､ツガ属はコメツガに､カバノキ属はダケカンバやウダイ
カンバ､シラカンパに同定可能と考えられる｡
4)一般に山地帯にみられるコシアプラが検出された事実は､完新世初頭の高夫原付近が山地帯に含
まれるか､山地帯にかなり接する状況にあったことを示唆する｡その場合､植生帯は現在より500 m
ほど上昇していたことが想定される｡
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